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大学院社会学研究科紀要３０周年記念号発刊に寄せて

社会学研究科は昭和２６年に，社会学専攻修士課程をもつ大学院として|)'１設されました。２年後

の昭和２８年には心理学を社会学とならんで専攻部門としたうえ，博士課程も増設されました。そ

の後，昭和３６年に教育学専攻修士課程を，昭和３８年に同博士課程を増設して現在に至っていま

す。さらに昭和３７年には研究科の学事を報告し，研究科委貝ならびに新進学徒に研究発表の機会

を与える目的で『大学院社会学研究科紀要」が刊行されました。従って，社会学研究科が現在の体

制に組織ざれ紀要が刊行されてからⅢ約３０年の歳月がたったことになります。

この３０年の間に，社会学研究科は規模を拡大するとともに，充実した研究・教育組織に発展し

てきました。設立時から，研究科委員は文学部人間関係学科の教授だけでなく経・法学部の社会学

関係の教授にも参加いただいており，多様な研究教育体制をとっております。それに対応して，院

生も文学部に限らず塾内外から多様な履歴・興味をもつ者が集まっています。また，社会学・心理

学・教育学の３専攻とも学問の進展により，対象としている研究教育の範囲が広がり，多様な研究

領域をカバーするようになってきています。それにともなって院生数も増加し，平成５年度現在で

は院生は修士課程７１名，博士課程４４名を数えるまでになっています。これには１８名の留学生

が含まれており，アジアを中心に毎年多くの国から多様な興味を持つ院生が研究に加わってきてい

ます。また，訪問研究員・訪問教授として訪れる海外の研究者も多く，研究科委貝との活発な共同

研究活動が行われています。

社会学研究科紀要は創刊当初は年１回発行されていましたが〆研究科の発展による投稿研究論文

の増加に伴い，平成３年度から年２回発行されるようになっています。この記念号は，社会学研究

科において社会学・心理学ｑ教育学からなる３専攻の協力体制が確立し，社会学研究科紀要が刊行

されることになって以来３０周年を迎えるにあたり，これを記念して発行することになったもので

す。この記念号では，〕ＩＤ常丹･と同じスタイルの論文のほかに，社会学専攻・十Ⅱ↑嚴周，心理学専

攻・小111隆，教育学専攻・斎藤幸一郎の３専攻それぞれの名誉教授の方々に社会学研究科の創立，

歴史，紀要創刊の亨情などに関するエッセイの執筆をお願いいたしました。これらは社会学研究科

設立や紀要創刊に関する貴重な記録でもあってⅢ今後の社会学研究科を考える上で大変役立つもの

と思います。また，この記念号に収録する研究論文は，現在の社会学研究科の活動状況を示すため，

現委員の方々から論文を募りました。御寄稿いただいた１４編もの多彩な論文により，本誌は現在

の社会学研究科の研究領域の広がりと活発な状況に相応しい充実したものとすることが出来ました。

本誌が社会学研究科の過去を知り，今後の研究・教育活動への新たな第一歩となることを念願いた

します。

平成５年９月

大学院社会学研究科委員長宮家準


